


リテラジャパンが目指すこと

社会と科学・技術の橋渡し
科学や技術が複雑化しています。

その役割について社会に分かりやすく伝えること。

社会がどう感じていて、何を知りたいか。

それを事業者、行政、専門家に伝えること。

リテラジャパンはその橋渡しの役割を目指しています。

リスクリテラシー
人が安心できる住みやすい社会を作るためには、

安全情報を読み解き、むやみに情報に

惑わされないことが大切です。安全情報を読み解く力、

その力が「リスクリテラシー」です。

リスクコミュニケーションの研究と実践を通して、

リテラシーを深めることに取り組んでいます。

写真
1,2. 静岡での住民参加型勉強会
3,7. 東京大学主催「食と科学」
 （写真提供 : ㈱味の素）
4,5. リテラジャパン主催「これからの危機管理」
 （写真提供 : Synthia Maes）

6. リテラジャパン 復興支援取材企画「つながるツアー」

事業紹介

「コミュニケーション」サポート・アナリシス
「伝わるように」伝えること。相手の視線に合わせて
伝えること。さほど難しくないように聞こえます。
しかし製品やサービスについての不確実性を伝えるには
経験、技術が必要です。情報分析に基づき、
安全に関する情報を提供するサポートを行っています。

グローバルコミュニケーション
ビジネスのグローバル化に伴い、安全情報の収集、
提供は従来の方法では不十分です。
リテラジャパンは豊富な海外ネットワークと経験を生かし、
海外進出や取引でのグローバルレベルのアプローチを
ドイツを始めとする海外のパートナーと共に提供いたします。

対話・セミナー企画・運営
記者ブリーフィングから、リスクコミュニケーション勉強会、
危機管理のビジネスセミナーを国内外で主催してまいりました。
学術セミナー、地域住民との円卓会議、
企業内有識者会議の企画とモデレーションも
リテラジャパンが得意とするところです。
2015年にはスイス・ジュネーブで
「携帯電話のリスクをどう考えるか」のプレスブリーフィング、
静岡で電力・原子力・エネルギーに関する参加型勉強会を
企画いたしました。

教育、研修、調査研究
リテラジャパンは、大学教育、企業研修にも力を入れております。
代表の西澤真理子は東京大学、東京工業大学、筑波大学、
奈良女子大学の4つの国立大学で非常勤講師を勤め、
次世代のリスク管理を担う人材を育てる活動に
参画しております。企業研修では、食品、医薬品、エネルギー、
自動車までの分野でのリスクリテラシー研修の企画と
講師派遣を行っています。
研究者としても国内外での最先端のリスク研究の成果を
発表しており、国内外での論文、講演が多数あります。
2015年にはスイス、オランダ、シンガポール、台湾、中国で、
2016年にはオーストリア、ベルギー、フランスなどで
招聘講演を行いました。
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設立 :  2006年
資本金 :  1,000万円

取引銀行 :  三菱東京UFJ 銀行

業務内容 :
コミュニケーションの解析に基づいた、
戦略的リスクマネジメント全般。
食、健康、環境分野における
リスク政策分野の研究と教育。

主要分野 :
食品、農作物、医薬品、保険、電力、通信、
土木、化学物質、等。

主要業務 :
1. リスクコミュニケーション手法・分析についての
 コンサルテーション
2. リスクリテラシー、広報関連のセミナーや
 シンポジウムのプラニングおよび運営
3. リスクリテラシー、広報関連のセミナーでの講演、
 司会・コーディネーターの派遣業務
4. リスクコミュニケーションの社内教育の提案と実施
5. メディアや社会との対話推進事業
6. 国内外におけるリスクコミュニケーション
 関連調査研究

主要取引先 :
国内外大手事業者、各国の在日機関、
各種法人、官公庁、他。

西澤  真理子
Mariko Nishizawa

リテラジャパン代表取締役

上智大学外国語学部ドイツ語学科卒。
銀行（現みずほ銀行）勤務、
製品安全コンサルタント
（テュフ ラインランド株式会社）を経て、
英国ランカスター大学環境政策修士号、
インペリアルカレッジ・ロンドンにて
博士号を取得（Imperial College London PhD 
in Risk Policy and Communication, DIC ）。
ドイツ学術交流会（DAAD）国費奨学生として、
ドイツ・バーデンビュルテンブルク
技術アセスメントセンター客員研究員。
その後、フンボルト財団国費研究員、
シュトゥットガルト大学社会学部
環境技術社会学科プロジェクトリーダーなど、
10年のイギリスとドイツでの研究生活を
経て2006年帰国。リテラジャパンを設立。

現在、シュトゥットガルト大学社会学部
環境技術社会学科研究フェロー、
東京大学、東京工業大学、
奈良女子大学、筑波大学非常勤講師。
日本学術会議連携委員。

また、総務省、厚生労働省、文部科学省、
東京消防庁、科学技術振興機構など、
国の機関での審議委員を多く務める。
2011年には福島県飯舘村
リスクコミュニケーションアドバイザー。

著書 に『リスクコミュニケーション』
（2013 エネルギーフォーラム新書）。
国内外での講演、論文多数。
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東京事務所 
〒150-0021 
東京都渋谷区恵比寿西2-20-7 203  
[最寄り駅] 東横線 代官山駅、
日比谷線・JR線 恵比寿駅
tel: 03-3464-1264

横浜事務所（本社）
〒227-0047 
神奈川県横浜市青葉区
[最寄り駅] 田園都市線 青葉台駅

 

ドイツ連絡事務所
Bei DIALOGIK
Lerchenstraße 22
70176 Stuttgart
Germany

Mail:  info@literajapan.com Web:  http://literajapan.com

株式会社リテラシー（通称 リテラジャパン）

東京事務所 
〒150-0021 
東京都渋谷区恵比寿西2-20
（以下の住所はweb版非表示）
[最寄り駅] 東横線 代官山駅、
日比谷線・JR線 恵比寿駅
tel: 03-3464-1264




